









Influence of Birth Weight and Lifestyle after Birth 



























とを目的として、20～69 歳の男性 110 人および女性 110 人の心肺体力（最大酸素摂取量）、











抗性に及ぼす影響度は、BW（β = －0.165）より心肺体力（β = －0.367）が強かった。した
がって、成人期に心肺体力を高く保持することで、BWがインスリン抵抗性に及ぼす影響を
相殺することはできないものの、インスリン抵抗性を大幅に改善できる可能性が示唆され
た。 
以上の結果から、BWよりも現在の心肺体力がより重要なMeS関連因子であると考えられ
た。心肺体力は、日常の身体活動量を反映する。最近の研究では、BWが軽いヒトは将来的
に心肺体力が低いことが報告されている。また、子どもの頃の心肺体力は、成人期に持ち
越される可能性が示唆されている。そこで、心肺体力の決定要因を明らかにすることを目
的として、子どもの心肺体力にBWと現在の身体活動量がどの様に関連しているのかを明ら
かにした（研究課題3）。 
研究課題3：児童期の心肺体力に及ぼす出生時体重と現在の身体活動量の影響 
BWと子ども期の心肺体力との関係を検討し、それが現在の身体活動量によってどのよう
に修正されるかを検討した。小学2～6年生の男女536人を対象として、母子健康手帳に記録
されているBW、心肺体力（20mシャトルランテスト折り返し数）を調査し、質問紙を用い
て中高強度および高強度の身体活動量を評価した。重回帰分析の結果、BWが軽いと児童期
の心肺体力が低いことが示された（p < 0.01）。その関係は、身体活動量によって相殺され
なかったが、心肺体力に及ぼす影響度は、BW（β = 0.094）より、特に高強度で実施された
身体活動量（β = 0.223）が強かった。したがって、児童期に身体活動量を増加させることに
よって、BWが心肺体力に及ぼす影響を相殺することはできないものの、特に高強度の身体
活動を積極的に行うことで、心肺体力が大きく向上する可能性が示唆された。 
研究課題2は、成人の現在の心肺体力は、BWより強いインスリン抵抗性の決定要因であ
ることを、研究課題3は、児童の現在の身体活動量（特に高強度で実施された身体活動量）
は、BWより強い心肺体力の決定要因であることを明らかとした。これらのことから、BW
が将来的な心肺体力やメタボリックリスクに及ぼす悪影響は、個人の現在の身体活動習慣
や体力の向上によって、完全に相殺することではきないが、最小限にできる可能性が示唆
される。 
